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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の顔の３Ｄモデル及び複数の患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを受け取
り、前記患者の顔の３Ｄモデル上の１つ以上のランドマークを決定し、前記患者の顔の３
Ｄモデル及び前記患者インターフェイスデバイスのうちの１つ以上の患者インターフェイ
スデバイスの３Ｄモデルを使用することによって前記１つ以上の患者インターフェイスデ
バイスの幾何学的適合スコアを計算する幾何学的適合スコア決定ユニットであって、当該
幾何学的適合スコア決定ユニットは、前記患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを
前記患者の顔の３Ｄモデル上の決定された前記ランドマークと位置合わせし、前記患者イ
ンターフェイスデバイスの３Ｄモデルを微調整することによって、前記患者インターフェ
イスデバイスのうちの１つの３Ｄモデルを前記患者の顔の３Ｄモデルにフィットさせ、前
記微調整は、クッションの輪郭が前記患者の顔の３Ｄモデルの輪郭に合うよう、前記患者
インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを回転及び平行移動させることを含む、幾何学的
適合スコア決定ユニットと、
　前記患者の顔の３Ｄモデル及び前記複数の患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデル
から選択された患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを表示する表示領域、並びに
、患者インターフェイスデバイス識別情報及び前記１つ以上の患者インターフェイスデバ
イスの前記幾何学的適合スコアに基づき計算された前記１つ以上の患者インターフェイス
デバイスの総合適合スコアを表示し、ユーザーが前記表示領域に表示される前記患者イン
ターフェイスデバイスを選択することを可能にする患者インターフェイスデバイス選択領
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域を含むユーザーインターフェイスを生成するユーザーインターフェイス生成器と
を含む、電子装置。
【請求項２】
　患者情報及び／又は前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスに関連付けられた追
加情報を受け取り、前記患者情報及び／又は前記１つ以上の患者インターフェイスデバイ
スに関連付けられた前記追加情報に基づき前記１つ以上の患者インターフェイスデバイス
の患者基準適合スコアを計算する患者基準適合スコア決定ユニットと、
　前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスの計算された前記幾何学的適合スコア及
び計算された前記患者基準適合スコアに基づき、前記１つ以上の患者インターフェイスデ
バイスの総合適合スコアを計算する総合適合スコア決定ユニットと
を更に含む、請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記幾何学的適合スコア決定ユニットは、前記１つ以上の患者インターフェイスデバイ
スの前記幾何学的適合スコアを計算するとき、前記患者の顔及び前記患者インターフェイ
スデバイスの変形を考慮する、請求項１に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記ユーザーインターフェイス生成器は、前記ユーザーが患者情報を入力するための問
診票を前記ユーザーインターフェイス上に生成し、前記ユーザーインターフェイス生成器
は、前記ユーザーが前記問診票を提出したことに応じて、前記表示領域及び前記患者イン
ターフェイスデバイス選択領域を前記ユーザーインターフェイス内に生成する、請求項１
に記載の電子装置。
【請求項５】
　前記ユーザーが前記問診票を提出したことに応じて、前記ユーザーインターフェイス生
成器は、前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスから最も高い総合適合スコアを有
する患者インターフェイスデバイスを自動的に選択する、請求項４に記載の電子装置。
【請求項６】
　前記ユーザーインターフェイス生成器は、前記ユーザーインターフェイス内にサイズ選
択ツールを生成し、前記サイズ選択ツールは、前記ユーザーが選択された前記患者インタ
ーフェイスデバイスのサイズを選択することを可能にする、請求項１に記載の電子装置。
【請求項７】
　前記サイズ選択ツールは、選択された前記患者インターフェイスデバイスの各サイズに
対応する前記総合適合スコアを表示する、請求項６に記載の電子装置。
【請求項８】
　前記ユーザーインターフェイス生成器は、前記ユーザーインターフェイス内に詳細な適
合スコア表示ツールを生成し、前記詳細な適合スコア表示ツールは、前記ユーザーインタ
ーフェイス上の詳細な適合スコア表示領域の表示をトグルし、
　前記詳細な適合スコア表示領域は、詳細な適合スコア情報を表示する、請求項１に記載
の電子装置。
【請求項９】
　前記患者インターフェイスデバイス選択領域は、前記ユーザーインターフェイスの前記
患者インターフェイスデバイス選択領域内に表示される前記１つ以上の患者インターフェ
イスデバイスをフィルタリングする１つ以上のフィルタリングツールを含む、請求項１に
記載の電子装置。
【請求項１０】
　前記ユーザーインターフェイス生成器は、相互作用マップツールを生成し、また、前記
患者の顔の３Ｄモデルと選択された前記患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルとの
間の相互作用マップを計算し、
　前記相互作用マップツールは、前記相互作用マップの表示をトグルする、請求項１に記
載の電子装置。
【請求項１１】
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　患者インターフェイスデバイスを選択する方法であって、
　患者の顔の３Ｄモデルを受け取るステップと、
　複数の患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを受け取るステップと、
　前記患者の顔の３Ｄモデル上の１つ以上のランドマークを決定するステップと、
　前記患者の顔の３Ｄモデル及び前記患者インターフェイスデバイスのうちの１つ以上の
患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを使用することによって前記１つ以上の患者
インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアを計算するステップであって、当該幾何
学的適合スコアを計算するステップは、前記患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデル
を前記患者の顔の３Ｄモデル上の決定された前記ランドマークと位置合わせし、前記患者
インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを微調整することによって前記患者インターフェ
イスデバイスのうちの１つの３Ｄモデルを前記患者の顔の３Ｄモデルにフィットさせるス
テップを含み、前記微調整は、クッションの輪郭が前記患者の顔の３Ｄモデルの輪郭に合
うよう、前記患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを回転及び平行移動させること
を含むステップと、
　前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスの計算された前記幾何学的適合スコアに
基づき前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスの総合適合スコアを計算するステッ
プと、
　ユーザーインターフェイスを生成するステップであって、
　　前記患者の顔の３Ｄモデル及び前記患者インターフェイスデバイスのうちの選択され
た１つの３Ｄモデルを表示する表示領域を生成するステップと、
　　患者インターフェイスデバイス識別情報及び前記１つ以上の患者インターフェイスデ
バイスの計算された前記総合適合スコアを表示し、ユーザーが前記表示領域に表示される
前記患者インターフェイスデバイスを選択することを可能にする患者インターフェイスデ
バイス選択領域を生成するステップとを含む、ステップと
を含む、方法。
【請求項１２】
　患者情報及び／又は前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスに関連付けられた追
加情報を受け取るステップと、
　前記患者情報及び／又は前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスに関連付けられ
た前記追加情報に基づき前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスの患者基準適合ス
コアを計算するステップと、
　前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスの計算された前記幾何学的適合スコア及
び計算された前記患者基準適合スコアに基づき前記１つ以上の患者インターフェイスデバ
イスの前記総合適合スコアを計算するステップと
を更に含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　複数の患者インターフェイスデバイスのうちの患者インターフェイスデバイスを選択す
るための方法であって、
　患者の顔の３Ｄモデルを作成するステップと、
　前記複数の患者インターフェイスデバイスのそれぞれの３Ｄモデルを作成するステップ
と、
　前記患者の顔の３Ｄモデルを患者インターフェイスデバイス選択システムに供給するス
テップと、
　前記患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルのうちの１つ以上を前記患者インター
フェイスデバイス選択システムに供給するステップと、
　前記患者インターフェイスデバイス選択システムを使用して、前記１つ以上の患者イン
ターフェイスデバイスの総合適合スコアを取得し、前記患者インターフェイスデバイスの
３Ｄモデルのうちの１つ以上が取り付けられた前記患者の顔の３Ｄモデルを表示するステ
ップと、
　前記患者インターフェイスデバイスのうちの１つを選択するステップと
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を含み、
　前記患者インターフェイスデバイス選択システムは、
　　患者の顔の３Ｄモデル及び１つ以上の患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを
受け取り、前記患者の顔の３Ｄモデル上の１つ以上のランドマークを決定し、前記患者の
顔の３Ｄモデル及び前記患者インターフェイスデバイスのうちの１つ以上の患者インター
フェイスデバイスの３Ｄモデルを使用することによって前記１つ以上の患者インターフェ
イスデバイスの幾何学的適合スコアを計算する幾何学的適合スコア決定ユニットであって
、当該幾何学的適合スコア決定ユニットは、前記患者インターフェイスデバイスの３Ｄモ
デルを前記患者の顔の３Ｄモデル上の決定された前記ランドマークと位置合わせし、前記
患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを微調整することによって、前記患者インタ
ーフェイスデバイスのうちの１つの３Ｄモデルを前記患者の顔の３Ｄモデルにフィットさ
せ、前記微調整は、クッションの輪郭が前記患者の顔の３Ｄモデルの輪郭に合うよう、前
記患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを回転及び平行移動させることを含む、幾
何学的適合スコア決定ユニットと、
　　前記患者の顔の３Ｄモデル及び前記患者インターフェイスデバイスのうちの選択され
た１つの３Ｄモデルを表示する表示領域、並びに、患者インターフェイスデバイス識別情
報及び前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスの前記幾何学的適合スコアに基づき
計算された前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスの前記総合適合スコアを表示し
、ユーザーが前記表示領域に表示される前記患者インターフェイスデバイスを選択するこ
とを可能にする患者インターフェイスデバイス選択領域を含むユーザーインターフェイス
を生成するユーザーインターフェイス生成器と
を含む、方法。
【請求項１４】
　患者のための患者インターフェイスデバイスを提供する方法であって、
　患者の顔の３Ｄモデルを受け取るステップと、
　複数の患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを受け取るステップと、
　前記患者の顔の３Ｄモデル上の１つ以上のランドマークを決定するステップと、
　前記患者の顔の３Ｄモデル及び前記患者インターフェイスデバイスのうちの１つ以上の
患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを使用することによって前記１つ以上の患者
インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアを計算するステップであって、当該幾何
学的適合スコアを計算するステップは、前記患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデル
を前記患者の顔の３Ｄモデル上の決定された前記ランドマークと位置合わせし、前記患者
インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを微調整することによって前記患者インターフェ
イスデバイスのうちの１つの３Ｄモデルを前記患者の顔の３Ｄモデルにフィットさせるス
テップを含み、前記微調整は、クッションの輪郭が前記患者の顔の３Ｄモデルの輪郭に合
うよう、前記患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを回転及び平行移動させること
を含むステップと、
　前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスの計算された前記幾何学的適合スコアに
基づき前記１つ以上の患者インターフェイスデバイスの総合適合スコアを計算するステッ
プと、
　前記患者のための前記患者インターフェイスデバイスを製作するために、前記患者のた
めの前記患者インターフェイスデバイスの形状を決定するために、並びに／又は所定の患
者インターフェイスデバイスのセットから前記患者のための前記患者インターフェイスデ
バイスを選択するために前記幾何学的適合スコア及び前記総合適合スコアを使用するステ
ップと
を含む、方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、患者インターフェイスデバイス選択システムに関し、特に、３Ｄモデルを用
いた患者インターフェイスデバイス選択システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　閉塞性睡眠時無呼吸（ＯＳＡ）は、世界中で多くの人々が患っている疾患である。ＯＳ
Ａは、睡眠中の呼吸の乱れ又は停止によって特徴付けられる。ＯＳＡエピソードは、少な
くとも１０秒間、しばしば１～２分間もの長時間続く睡眠中の気道の部分的な又は完全な
閉塞に起因する。中程度から深刻な無呼吸を患う人々は、一晩に２００～５００回もの完
全な又は部分的な呼吸停止を経験し得る。絶えず睡眠が妨害されるため、患者は、心身が
効率的に機能するのに必要な回復睡眠を奪われる。この睡眠障害は、高血圧、鬱病、脳卒
中、不整脈、心筋梗塞、及び他の心血管疾患とも結び付けられている。更に、ＯＳＡは極
度の疲労をもたらす。
【０００３】
　非侵襲的換気療法及びプレッシャーサポート療法は、典型的には鼻又は鼻／口マスクで
ある患者インターフェイスデバイスを患者の顔に設置して、人工呼吸器又はプレッシャー
サポートシステムを患者の気道に接続し、圧力／フロー生成デバイスから患者の気道に呼
吸ガスのフローを供給可能にすることを伴う。
【０００４】
　典型的には、患者インターフェイスデバイスは、患者の皮膚に接触するクッションが取
り付けられているマスクシェル又はフレームを含む。マスクシェル及びクッションは、患
者の頭部を包むヘッドギアによって固定される。マスク及びヘッドギアは患者インターフ
ェイスアセンブリを形成する。典型的なヘッドギアは、患者へのマスクの取り付けのため
に、マスクから伸びるフレキシブルな調節可能ストラップを含む。
【０００５】
　典型的には、患者インターフェイスデバイスは長時間着用されるため、様々な懸念事項
を考慮しなければならない。例えば、ＯＳＡの治療のためにＣＰＡＰを提供する場合、通
常、患者は患者インターフェイスデバイスを眠りながら夜通し着用する。このような状況
における１つの懸念事項は、患者インターフェイスデバイスが可能な限り快適なことであ
り、さもなければ、患者がインターフェイスデバイスの着用を避け、処方されたプレッシ
ャーサポート療法の意義が失われる可能性がある。他の懸念事項は、不適切にフィットさ
れた患者インターフェイスデバイスが、望ましくない漏れを生じる隙間を患者インターフ
ェイスデバイスと患者との間に有し得ることである。したがって、患者に適切にフィット
する患者インターフェイスデバイスを選択することが望ましい。
【０００６】
　様々な種類又は様式の患者インターフェイスデバイスが利用可能である。また、患者イ
ンターフェイスデバイスの種類及び様式ごとに様々なサイズが利用可能である。したがっ
て、患者が利用可能な異なる患者インターフェイスデバイスの総数は相当に大きくなり得
る。
【０００７】
　一般的に、適切な患者インターフェイスデバイスの選択について、介護者が患者を援助
している。介護者は患者の疾患及び好みを考慮して潜在的な患者インターフェイスのリス
トを狭めることができる。また、介護者は患者インターフェイスデバイスの適切なサイズ
を推定し、又は、正確なサイズを調べるために患者にいくつかの患者インターフェイスデ
バイスを試着してもらうことができる。しかし、これらの方法には時間がかかり、また、
不正確である。
【０００８】
　ＵＳ２００８／００６０６５２Ａ１は、患者のマスクシステムを選択するためのシステ
ム及び方法を開示する。これは、患者の３Ｄ輪郭を生成し、マスクシステムを少なくとも
これらの輪郭に基づき選択することを含む。輪郭は、例えば並進運動可能なピンのクッシ
ョン、鼻カニューレスキャンデバイス、及び／又は陰影立体視センサを使用することによ
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って生成され得る。他の例示的な実施形態は、画像及び／又は動画を取得し、オプション
で同期させることを可能にする。この場合、様々なマスクシステムの画像を重ね、マスク
システムのフィット具合を調べることができる。他の実施形態では、ユーザーはマスクデ
ザインに対応する透明図を患者の顔の前に持ち、マスクシステムのフィット具合を調べる
ことができる。
【０００９】
　ＥＰ　１　１１６　４９２　Ａ２は、ユーザーの顔の口及び鼻まわりの領域の空間的記
録が取られる方法を開示する。空間的記録に基づき、呼吸マスクのシールリップ部が個人
の記録に適合するよう形成される。
【００１０】
　ＵＳ２００４／１３３６０４Ａは、複数のデータセットを保存するデータベースを含む
患者インターフェイスデバイス選択システムを開示する。複数のセットの各データセット
が、独自のインターフェイスデバイス又はインターフェイスデバイスの部品と関連付けら
れる。計測装置等の患者データ収集システムが、患者の少なくとも１つの特徴に対応する
患者データセットを取得する。処理システムは取得された患者データを複数のデータセッ
トと比較し、比較の結果に基づき、かかる患者による使用に適した患者インターフェイス
デバイス又は患者インターフェイスデバイスの部品を決定する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって、患者に適した患者インターフェイスデバイスを選択するためのやり方を改
良するニーズが存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　開示される概念の側面によれば、電子装置は、患者の顔の３Ｄモデル及び複数の患者イ
ンターフェイスデバイスの３Ｄモデルを受け取り、患者の顔の３Ｄモデル上の１つ以上の
ランドマークを決定し、患者の顔の３Ｄモデル及び患者インターフェイスデバイスのうち
の１つ以上の患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを使用することによって１つ以
上の患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアを計算するよう構成された幾何
学的適合スコア決定ユニットを含む。幾何学的適合スコア決定ユニットは、更に、患者イ
ンターフェイスデバイスの３Ｄモデルを患者の顔の３Ｄモデル上の決定されたランドマー
クと位置合わせし、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを微調整することによっ
て、患者インターフェイスデバイスのうちの１つの３Ｄモデルを患者の顔の３Ｄモデルに
フィットさせるよう構成される。電子装置は、更に、患者の顔の３Ｄモデル及び複数の患
者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルから選択された患者インターフェイスデバイス
の３Ｄモデルを表示するよう構成された表示領域、並びに、患者インターフェイスデバイ
ス識別情報及び１つ以上の患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアに基づき
計算された１つ以上の患者インターフェイスデバイスの総合適合スコアを表示し、ユーザ
ーが表示領域に表示される患者インターフェイスデバイスを選択することを可能にするよ
う構成された患者インターフェイスデバイス選択領域を含むユーザーインターフェイスを
生成するよう構成されたユーザーインターフェイス生成器を含む。
【００１３】
　一実施形態によれば、電子装置は、患者情報及び／又は１つ以上の患者インターフェイ
スデバイスに関連付けられた追加情報を受け取り、患者情報及び／又は１つ以上の患者イ
ンターフェイスデバイスに関連付けられた追加情報に基づき１つ以上の患者インターフェ
イスデバイスの患者基準適合スコアを計算するよう構成された患者基準適合スコア決定ユ
ニットと、
　１つ以上の患者インターフェイスデバイスの計算された幾何学的適合スコア及び計算さ
れた患者基準適合スコアに基づき、１つ以上の患者インターフェイスデバイスの総合適合
スコアを計算するよう構成された総合適合スコア決定ユニットと



(7) JP 6297675 B2 2018.3.20

10

20

30

40

50

を更に含み得る。
【００１４】
　少なくとも、患者インターフェイスデバイス選択領域に表示される総合適合スコアが数
値である必要はないことは明らかであろう。むしろ、これは数値的な適合スコアの指標と
して考えられるべきである。総合適合スコアは数値として表現されてもよいが、代替的に
又は追加で、例えばカラーコーディング、ピクトグラム等を使用して表示されてもよい。
また、総合適合スコアはバーの長さとして表示されてもよい。上記は幾何学的適合スコア
及び患者基準適合スコアにも適用される。
【００１５】
　開示される概念の他の側面によれば、患者インターフェイスデバイスを選択する方法は
、患者の顔の３Ｄモデルを受け取るステップと、複数の患者インターフェイスデバイスの
３Ｄモデルを受け取るステップと、患者の顔の３Ｄモデル上の１つ以上のランドマークを
決定するステップと、患者の顔の３Ｄモデル及び患者インターフェイスデバイスのうちの
１つ以上の患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを使用することによって１つ以上
の患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアを計算するステップであって、患
者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを患者の顔の３Ｄモデル上の決定されたランド
マークと位置合わせし、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを微調整することに
よって患者インターフェイスデバイスのうちの１つの３Ｄモデルを患者の顔の３Ｄモデル
にフィットさせるステップを含む、ステップと、１つ以上の患者インターフェイスデバイ
スの計算された幾何学的適合スコアに基づき１つ以上の患者インターフェイスデバイスの
総合適合スコアを計算するステップと、ユーザーインターフェイスを生成するステップで
あって、患者の顔の３Ｄモデル及び患者インターフェイスデバイスのうちの選択された１
つの３Ｄモデルを表示するよう構成された表示領域を生成するステップと、患者インター
フェイスデバイス識別情報及び１つ以上の患者インターフェイスデバイスの計算された総
合適合スコアを表示し、ユーザーが表示領域に表示される患者インターフェイスデバイス
を選択することを可能にするよう構成された患者インターフェイスデバイス選択領域を生
成するステップとを含む、ステップとを含む。
【００１６】
　開示される概念の他の側面によれば、非一時的コンピュータ可読媒体は、コンピュータ
によって実行されたとき、コンピュータに上記方法を実行させる命令を含む１つ以上のプ
ログラムを保存する。
【００１７】
　開示される概念の他の側面によれば、複数の患者インターフェイスデバイスのうちの患
者インターフェイスデバイスを選択するための方法は、患者の顔の３Ｄモデルを作成する
ステップと、複数の患者インターフェイスデバイスのそれぞれの３Ｄモデルを作成するス
テップと、患者の顔の３Ｄモデルを患者インターフェイスデバイス選択システムに供給す
るステップと、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルのうちの１つ以上を患者イン
ターフェイスデバイス選択システムに供給するステップと、患者インターフェイスデバイ
ス選択システムを使用して、１つ以上の患者インターフェイスデバイスの総合適合スコア
を取得し、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルのうちの１つ以上が取り付けられ
た患者の顔の３Ｄモデルを表示するステップと、患者インターフェイスデバイスのうちの
１つを選択するステップとを含み、患者インターフェイスデバイス選択システムは、患者
の顔の３Ｄモデル及び１つ以上の患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを受け取り
、患者の顔の３Ｄモデル上の１つ以上のランドマークを決定し、患者の顔の３Ｄモデル及
び患者インターフェイスデバイスのうちの１つ以上の患者インターフェイスデバイスの３
Ｄモデルを使用することによって１つ以上の患者インターフェイスデバイスの幾何学的適
合スコアを計算するよう構成された幾何学的適合スコア決定ユニットであって、患者イン
ターフェイスデバイスの３Ｄモデルを患者の顔の３Ｄモデル上の決定されたランドマーク
と位置合わせし、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを微調整することによって
、患者インターフェイスデバイスのうちの１つの３Ｄモデルを患者の顔の３Ｄモデルにフ
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ィットさせるよう構成された、幾何学的適合スコア決定ユニットと、患者の顔の３Ｄモデ
ル及び患者インターフェイスデバイスのうちの選択された１つの３Ｄモデルを表示するよ
う構成された表示領域、並びに、患者インターフェイスデバイス識別情報及び１つ以上の
患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアに基づき計算された１つ以上の患者
インターフェイスデバイスの総合適合スコアを表示し、ユーザーが表示領域に表示される
患者インターフェイスデバイスを選択することを可能にするよう構成された患者インター
フェイスデバイス選択領域を含むユーザーインターフェイスを生成するよう構成されたユ
ーザーインターフェイス生成器とを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、開示される概念の例示的な一実施形態に係る患者インターフェイスデバ
イスを選択するためのシステムのダイアグラムである。
【図２】図２は、開示される概念の例示的な一実施形態に係る幾何学的適合スコアを決定
する方法のフローチャートである。
【図３】図３は、開示される概念の一実施形態に係る患者基準適合スコアを決定する方法
のフローチャートである。
【図４】図４は、開示される概念の一実施形態に係る問診票を含むユーザーインターフェ
イスの図である。
【図５】図５は、開示される概念の一実施形態に係る総合適合スコアを決定する方法のフ
ローチャートである。
【図６】図６は、開示される概念の一実施形態に係るユーザーインターフェイス生成器の
ダイアグラムである。
【図７】図７は、開示される概念の例示的な一実施形態に係る３Ｄ表示領域及び患者イン
ターフェイスデバイス選択領域を含むユーザーインターフェイスの図である。
【図８】図８は、患者インターフェイスデバイス選択領域及び詳細な適合スコア情報領域
を含むユーザーインターフェイスの部分の図である。
【図９】図９は、開示される概念の例示的な一実施形態に係る透明度を調整する方法のフ
ローチャートである。
【図１０】図１０は、透明度調整の実行前のユーザーインターフェイスの図である。
【図１１】図１１は、透明度調整の実行後のユーザーインターフェイスの図である。
【図１２】図１２は、開示される概念の例示的な一実施形態に係る相互作用マップを作成
する方法のフローチャートである。
【図１３】図１３は、開示される概念の実施形態に係る表示された相互作用マップの２つ
の図である。
【図１４】図１４は、開示される概念の他の実施形態に係る患者インターフェイスデバイ
スを選択するためのシステムのダイアグラムである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本明細書で使用される場合、文脈上明らかに反対が示されない限り、要素は複数を除外
しない。本明細書で使用される場合、２つ以上の部分又は部品が「結合される」との記載
は、部分が直接的に、又は間接的に、すなわち、結び付きが生じる限り、１つ以上の中間
部品若しくは部分を介して接合され若しくは共に動作することを意味する。本明細書で使
用される場合、「直接結合される」とは、２つの要素が互いに直接接触することを意味す
る。本明細書で使用される場合、「固定的に結合される」又は「固定される」とは、２つ
の部品が互いに対して一定の向きを保ちながら一体的に移動するよう結合されることを意
味する。
【００２０】
　本明細書で使用される方向的な表現、例えば、限定はされないが、頂部、底部、左、右
、上方、下方、前方、後方、及びこれらの派生語は図中に示される要素の向きに関連し、
請求項中に明記されない限り、請求項を限定しない。
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【００２１】
　本明細書で使用される場合、「プロセッサ」、「処理ユニット」等の用語は、データを
保存、検索、及び処理可能なプログラム可能なアナログ及び／又はデジタルデバイス、コ
ントローラ、制御回路、コンピュータ、ワークステーション、パーソナルコンピュータ、
マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、マイクロコンピュータ、中央処理装置、メ
インフレームコンピュータ、ミニコンピュータ、サーバ、ネットワーク化されたプロセッ
サ、又は任意の適切な処理デバイス若しくは装置を意味する。
【００２２】
　図１は、開示される概念の例示的な一実施形態に係る患者インターフェイスデバイス選
択システム１のブロック図である。患者インターフェイスデバイス選択システム１は顔ス
キャンユニット１０、患者インターフェイスデバイス情報データベース２０、入力ユニッ
ト３０、処理ユニット４０、及び表示ユニット５０を含む。
【００２３】
　顔スキャンユニット１０は、患者の顔の３Ｄモデルを作成及び出力するよう構成される
。患者の顔の３Ｄモデルを作成及び出力可能なデバイスが知られている。このようなデバ
イスの例は、限定はされないが、光スキャナ、カメラ、及びプッシュピンアレイである。
顔スキャンユニット１０は処理ユニット４０と通信結合され、患者の顔の３Ｄモデルを処
理ユニット４０に出力するよう構成される。開示される概念の範囲から逸脱することなく
、顔スキャンユニット１０及び処理ユニット４０は同じロケーションにあってもよく、又
は異なるロケーションにあってもよいと考えられる。また、顔スキャンユニット１０及び
処理ユニット４０は任意の適切な手段（例えば、限定はされないが、ネットワーク、イン
ターネット、ＵＳＢ等）によって通信結合されると考えられる。更に、顔スキャンユニッ
ト１０は、後に処理ユニット４０によって読み取り可能なリムーバブルメモリデバイス（
例えば、限定はされないが、ＵＳＢドライブ）に患者の顔の３Ｄモデルを保存し得ると考
えられる。
【００２４】
　患者インターフェイスデバイス情報データベース２０は、複数の患者インターフェイス
デバイスの３Ｄモデル、及び患者インターフェイスデバイスに関連付けられた追加情報を
保存するよう構成される。患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルは任意の適切な手
段によって取得され得る。例えば、限定はされないが、光スキャナ、カメラ、又はプッシ
ュピンアレイ等のデバイスを使用して患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルが作成
され得る。また、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルはコンピュータによって生
成され得ると考えられる（例えば、限定はされないが、３Ｄモデリングソフトウェアによ
って作成）。
【００２５】
　開示される概念の一部の例示的な実施形態では、患者インターフェイスデバイスの３Ｄ
モデルは、３Ｄモデルの個々の部品又は部品のグループが個別に操作され得るよう構成さ
れる。例えば、患者インターフェイスデバイスの１つの例示的な３Ｄモデルは、クッショ
ン、支持構造、額クッションを含む可動額サポート、及びＬ字管を含むマスクを含む。こ
の患者インターフェイスの３Ｄモデルは、例えば、可動額サポートが他の部品から独立し
て移動可能なよう構成され得る。
【００２６】
　開示される概念の一部の例示的な実施形態では、患者インターフェイスデバイスの３Ｄ
モデルは、更に、患者インターフェイスデバイスの部品の特性に関する情報を含む。例え
ば、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルは、限定はされないが、患者インターフ
ェイスデバイスのクッションの弾力性等の特性に関する情報を含み得る。
【００２７】
　患者インターフェイスデバイスに関連付けられた追加情報は、患者ファクタ（例えば、
限定はされないが、患者が患う症状又は疾患の種類）に基づき各患者インターフェイスデ
バイスの適合度を評価する情報を含む。患者インターフェイスデバイスに関連付けられた
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追加情報は、更に、患者インターフェイスデバイス識別情報（例えば、限定はされないが
、メーカー名、製品名、及びサイズ）を含む。
【００２８】
　患者インターフェイスデバイス情報データベース２０は処理ユニット４０と通信結合し
、３Ｄモデル及び追加情報を処理ユニット４０に出力するよう構成される。開示される概
念の範囲から逸脱することなく、患者インターフェイスデバイス情報データベース２０及
び処理ユニット４０は同じロケーションにあってもよいし、又は異なるロケーションにあ
ってもよいと考えられる。また、患者インターフェイスデバイス情報データベース２０及
び処理ユニット４０は任意の適切な手段（例えば、限定はされないが、ネットワーク、イ
ンターネット、ＵＳＢ等）によって通信結合されると考えられる。一部の他の例示的な実
施形態では、患者インターフェイスデバイス情報データベース２０は処理ユニット４０内
に含まれる。更に、患者インターフェイスデバイス情報データベース２０は、後に処理ユ
ニット４０によって読み取り可能なリムーバブルメモリデバイス（例えば、限定はされな
いが、ＵＳＢドライブ）に患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを保存し得ると考
えられる。
【００２９】
　入力ユニット３０は、患者インターフェイスデバイス選択システム１のユーザーの入力
を受け付けるよう構成される。入力ユニット３０は、この機能を実行可能な任意の慣用的
なデバイス、限定はされないが、キーボード、キーパッド、マウス、又はタッチスクリー
ン等であり得る。入力ユニット３０は、任意の適切な手段（例えば、限定はされないが、
ネットワーク、インターネット、ＵＳＢ等）によって処理ユニット４０と通信結合される
。
【００３０】
　処理ユニット４０は、顔スキャンユニット１０、患者インターフェイスデバイス情報デ
ータベース２０、及び入力ユニット３０からの出力を受け取るよう構成される。処理ユニ
ット４０は幾何学的適合スコア決定ユニット４２、患者基準適合スコア決定ユニット４４
、総合適合スコア決定ユニット４６、及びユーザーインターフェイス生成器４８を含み、
それぞれが後により詳細に説明される。
【００３１】
　処理ユニット４０は、例えば、ソフトウェアモジュールの保存及び実行に適したマイク
ロプロセッサ及びメモリユニット等、任意の種類の処理装置であり得る。幾何学的適合ス
コア決定ユニット４２、患者基準適合スコア決定ユニット４４、総合適合スコア決定ユニ
ット４６、ユーザーインターフェイス生成器４８は、それぞれ、処理ユニット４０によっ
て実行可能なソフトウェアモジュールとして具現化され得る。
【００３２】
　幾何学的適合スコア決定ユニット４２は、１つ以上の患者インターフェイスデバイスの
幾何学的適合スコアを決定するよう構成される。患者インターフェイスデバイスの幾何学
的適合スコアは、患者の顔の形状と、患者インターフェイスデバイスの形状とのフィット
具合の評価である。患者の顔と患者インターフェイスデバイスとの間の接触圧が高い地点
又は隙間は、幾何学的適合スコアに負の影響を及ぼす。
【００３３】
　図２は、患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアを決定するための１つの
例示的なプロセスのフローチャートを示す。図２に示されるプロセスは、幾何学的適合ス
コア決定ユニット４２によって実行され得る。図２を参照して、動作Ｓ１において、幾何
学的適合スコア決定ユニット４２は患者の顔の３Ｄモデルを受け取る。動作Ｓ２において
、幾何学的適合スコア決定ユニット４２は患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを
受け取る。
【００３４】
　動作Ｓ３において、幾何学的適合スコア決定ユニット４２は、患者の顔の３Ｄモデル上
の１つ以上のランドマークを決定する。ランドマークは患者の顔上の任意の示差的な特徴
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であり得る（例えば、限定はされないが、鼻梁、鼻の頭、あご等）。動作Ｓ４において、
患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデル上の選択された点が、患者の顔の３Ｄモデル
上の決定されたランドマークと位置合わせされる。例えば、患者インターフェイスデバイ
スの３Ｄモデル内のクッションの上部が、患者の顔の３Ｄモデル内の鼻梁と位置合わせさ
れ得る。動作Ｓ５において、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルの微調整が行わ
れる。患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルは、患者の顔の３Ｄモデルにフィット
するよう平行移動及び回転調整される。例えば、限定はされないが、クッションの輪郭が
患者の顔の３Ｄモデルの輪郭と可能な限り合致するよう患者インターフェイスデバイスの
３Ｄモデルが回転及び平行移動される。しかし、開示される概念の範囲から逸脱すること
なく、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを微調整する任意の適切な方法が採用
可能であると考えられる。
【００３５】
　動作Ｓ３～Ｓ５は、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを患者の顔の３Ｄモデ
ルにフィットさせるプロセスの例を表す。しかし、開示される概念の範囲から逸脱するこ
となく、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルを患者の顔の３Ｄモデルにフィット
させる任意の適切なプロセスが採用され得ると考えられる。
【００３６】
　患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルが患者の顔に合わせられるとき、動作Ｓ６
において、幾何学的適合スコア決定ユニット４２は患者の顔に対する患者インターフェイ
スデバイスの幾何学的適合スコアを計算する。幾何学的適合スコアは患者インターフェイ
スデバイスの３Ｄモデルと患者の顔の３Ｄモデルとの間の相互作用に基づき計算される。
例示的な一実施形態では、幾何学的適合スコアは、患者インターフェイスデバイスの３Ｄ
モデルのクッションの輪郭と患者の顔の３Ｄモデルの輪郭との間の差に基づき計算される
。例えば、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルが患者の顔の３Ｄモデルに合わせ
られるとき、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルのクッションの輪郭が患者の顔
の３Ｄモデルの輪郭上の対応する点より高い又は低い任意の点は、患者インターフェイス
デバイスの幾何学的適合スコアに負の影響を及ぼす。また、幾何学的適合スコアの計算は
、患者インターフェイスデバイス及び患者の顔の変形を考慮し得ると考えられる。例えば
、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルが患者の顔に合わせられるとき、患者イン
ターフェイスデバイス及び患者の顔における変形を決定するために有限要素法が使用され
得る。
【００３７】
　動作Ｓ７において、幾何学的適合スコア決定ユニット４２は、計算された適合スコアを
総合適合スコア決定ユニット４６に出力する。また、幾何学的適合スコア決定ユニット４
２が、患者の顔の３Ｄモデル上に取り付けられたときの患者インターフェイスデバイスの
３Ｄモデルの配置に関する情報等の追加情報を出力し得ることも考えられる。この情報は
、例えば、患者の顔の３Ｄモデル上に取り付けられた患者インターフェイスデバイスの３
Ｄモデルの３Ｄ表示を作成するためにユーザーインターフェイス生成器４８によって使用
され得る。また、幾何学的適合スコア決定ユニット４２が、患者インターフェイスデバイ
スの３Ｄモデルと患者の顔の３Ｄモデルとの間の相互作用のレベルに関する情報を出力し
得ることも考えられる。この情報は、例えば、患者インターフェイスデバイスと患者の顔
との間の相互作用マップを生成するために使用され得る。相互作用マップの生成及び表示
については、後により詳細に説明する。
【００３８】
　再び図１を参照して、患者基準適合スコア決定ユニット４４は、患者インターフェイス
デバイスの患者基準適合スコアを決定する。患者インターフェイスデバイスの患者基準適
合スコアは、患者インターフェイスデバイスと患者の顔との間の幾何学的適合度以外の患
者情報及び／又は患者インターフェイスデバイスに関連付けられた追加情報に基づき決定
される。例えば、患者基準適合スコアは、患者情報若しくは患者インターフェイスデバイ
スに関連付けられた追加情報のみ、又はこれらの組み合わせに基づき得る。考えられる患
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者情報の例は、限定はされないが、患者の年齢、患者の性別、治療されるべき患者の疾患
、及び他の患者情報である（例えば、限定はされないが、患者が閉所恐怖症であるか否か
、患者が睡眠中に口呼吸をするか否か等）。
【００３９】
　患者情報は、例えば、入力ユニット３０を介して問診票の質問に回答することによって
生成され得る。図４には、問診票のレイアウトの例を含むユーザーインターフェイス２０
０－１の例が示されている。ユーザーインターフェイス２００－１はユーザーインターフ
ェイス生成器４８によって生成される。ユーザーインターフェイス生成器４８については
、後により詳細に説明する。
【００４０】
　図３を参照して、患者インターフェイスデバイスの患者基準適合スコアを決定するプロ
セスの例が示されている。図３に示されるプロセスは、患者基準適合スコア決定ユニット
４４によって実行され得る。
【００４１】
　動作Ｓ８において、患者基準適合スコア決定ユニット４４は患者情報を受け取り、動作
Ｓ９において、患者基準適合スコア決定ユニット４４は患者インターフェイスデバイスに
関連付けられた追加情報を受け取る。
【００４２】
　動作Ｓ１０において、患者適合スコア決定ユニット４４は、患者情報及び／又は患者イ
ンターフェイスデバイスに関連付けられた追加情報に基づき患者基準適合スコアを計算す
る。より詳細には、患者インターフェイスデバイスの患者基準適合スコアを得るために、
各患者情報に対する患者インターフェイスデバイスの適合度が評価される。例えば、患者
の疾患が治療にフルフェイスマスクを要することを患者情報が示し、患者インターフェイ
スデバイスに関連付けられた追加情報が患者インターフェイスデバイスが鼻マスクである
ことを示す場合、患者インターフェイスデバイスの患者基準適合スコアには負の影響があ
る。開示される概念の範囲から逸脱することなく、患者基準適合スコアを決定する際、患
者基準適合スコア決定ユニット４４が各患者情報に異なる重み付けをし得ることも考えら
れる。各患者情報の既定であり又はシステムのユーザーによってカスタマイズされ得ると
考えられる。
【００４３】
　動作Ｓ１１において、患者基準適合スコア決定ユニット４４は患者基準適合スコアを総
合適合スコア決定ユニット４６に出力する。
【００４４】
　再び図１を参照して、総合適合スコア決定ユニット４６は患者インターフェイスデバイ
スの総合適合スコアを決定する。次に図５を参照して、総合適合スコアを決定するための
プロセスが示されている。図５に示されるプロセスは総合適合スコア決定ユニット４６に
よって実行され得る。
【００４５】
　動作Ｓ１２において、総合適合スコア決定ユニット４６は患者インターフェイスデバイ
スの幾何学的適合スコアを幾何学的適合スコア決定ユニット４２から受け取り、動作Ｓ１
３において、総合適合スコア決定ユニット４６は患者インターフェイスデバイスの患者基
準適合スコアを患者基準適合スコア決定ユニット４４から受け取る。
【００４６】
　動作Ｓ１４において、総合適合スコア決定ユニット４６は幾何学的適合スコア及び患者
基準適合スコアに基づき患者インターフェイスデバイスの総合適合スコアを計算する。総
合適合スコア決定ユニット４６は、幾何学的適合スコア及び患者基準適合スコアに各々異
なる重み付けをし得ると考えられる。また、重みは既定であり又はシステムのユーザーに
よってカスタマイズされ得るとも考えられる。
【００４７】
　動作Ｓ１４において、総合適合スコア決定ユニット４６は患者インターフェイスデバイ
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スの総合適合スコアをユーザーインターフェイス生成器４８に出力する。
【００４８】
　１つの患者インターフェイスデバイスに関して幾何学的適合スコア決定ユニット４２、
患者基準適合スコア決定ユニット４４、及び総合適合スコア決定ユニット４６の動作を説
明してきたが、患者インターフェイスデバイス情報データベース２０に３Ｄモデルが保存
された１つ以上の患者インターフェイスデバイスの総合適合スコアを計算するために、か
かる動作は繰り返され得ると理解されたい。
【００４９】
　再び図１を参照して、ユーザーインターフェイス生成器４８は患者インターフェイスデ
バイス選択システム１のためのユーザーインターフェイスを生成し、生成されたユーザー
インターフェイスを表示ユニット５０に出力する。ユーザーインターフェイス生成器４８
及びユーザーインターフェイスの動作について、以下により詳細に説明する。
【００５０】
　図６を参照すると、ユーザーインターフェイス生成器４８がより詳細に図示されており
、図７には、ユーザーインターフェイス生成器４８によって生成された例示的なユーザー
インターフェイス２００－２が図示されている。
【００５１】
　ユーザーインターフェイス生成器４８は、表示領域２１０を生成する表示生成ユニット
１１０を含む。表示領域２１０は、患者の顔の３Ｄモデルを、患者の顔に取り付けられた
選択された患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルと共に表示する。一部の例示的な
実施形態では、表示生成ユニット１１０は、表示領域２１０内に表示された画像を操作す
るコマンドをサポートし得る（例えば、限定はされないが、パン、ズーム、回転等）。表
示領域２１０は、選択された患者インターフェイスデバイスの患者の顔へのフィット具合
を目視検査することを可能にし、これは、患者のための患者インターフェイスデバイスの
選択を援助するために、計算された総合適合スコアと共に利用され得る。
【００５２】
　ユーザーインターフェイス生成器４８は、更に、患者インターフェイスデバイス選択ツ
ール生成ユニット１２０を含む。患者インターフェイスデバイス選択ツール生成ユニット
１２０は、ユーザーインターフェイス２００－２上に患者インターフェイスデバイス選択
表示領域２２０を生成する。患者インターフェイスデバイス選択表示領域２２０は、ユー
ザーが患者インターフェイスデバイスをソートし、表示領域２１０に表示される患者イン
ターフェイスデバイスを選択することを可能にするよう構成される。また、患者インター
フェイスデバイス選択表示領域２２０は、患者インターフェイスデバイスに対応する総合
適合スコアを表示するよう構成される。
【００５３】
　図７に示される例では、患者インターフェイスデバイス選択表示領域２２０は、複数の
患者インターフェイスデバイスの患者インターフェイスデバイス識別情報２２１（例えば
、限定はされないが、患者インターフェイスデバイスのメーカー及び品名）、及び患者イ
ンターフェイスデバイスの総合適合スコア２２２を含む。患者インターフェイスデバイス
選択表示領域２２０は、更に、患者インターフェイスデバイスの種類（例えば、限定はさ
れないが、鼻、フル、又はピロー）によって患者インターフェイスデバイスの表示をフィ
ルタリングすることを可能にするよう構成された複数のフィルタリングツール２２３（例
えば、限定はされないがタブ）を含む。開示される概念の範囲から逸脱することなく、患
者インターフェイスデバイス識別情報２２１及び対応する総合適合スコア２２２の任意の
適切な表示方法が採用され得ると理解されたい。また、開示される概念から逸脱すること
なく、患者インターフェイスデバイスの任意の適切なソート及び／又はフィルタリング方
法が採用され得るとも考えられる。例えば、限定はされないが、技術者が例えば在庫が無
い患者インターフェイスデバイスを非表示にし得るよう、入手可能性に基づき患者インタ
ーフェイスデバイスがフィルタリングされてもよい。
【００５４】
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　患者インターフェイスデバイス選択表示領域２２０は、更に、患者インターフェイスデ
バイスのうちの表示領域２１０に表示される１つを選択することを可能にするよう構成さ
れる。また、患者インターフェイスデバイス選択表示領域２２０は、選択された患者イン
ターフェイスデバイスを示すよう構成される（例えば、限定はされないが、選択された患
者インターフェイスデバイスの患者インターフェイスデバイス識別情報２２１及び対応す
る総合適合スコア２２２をハイライトすることによって）。選択された患者インターフェ
イスデバイスは患者の顔に取り付けられた状態で表示領域２１０に表示される。ユーザー
インターフェイス生成器４８は、最も高い総合適合スコアを有する患者インターフェイス
デバイスを自動的に選択及び表示するよう構成され得る。ユーザーインターフェイス生成
器４８は、更に、フィルタリング動作の適用時、フィルタリング動作後に残った患者イン
ターフェイスデバイスのうち最も高い総合適合スコアを有する患者インターフェイスデバ
イスを自動的に選択及び表示するよう構成され得る。更に、ユーザーインターフェイス生
成器４８は、フィルタリング動作を実行せずに、患者インターフェイスデバイスのサブセ
ット又はファミリーから患者インターフェイスデバイスを自動的に選択するよう構成され
得る。例えば、限定はされないが、ユーザーインターフェイス生成器４８は、患者インタ
ーフェイスデバイスのサブセット又はファミリーが選択されたとき、当該サブセット又は
ファミリーから患者インターフェイスデバイスを選択するよう構成され得る。
【００５５】
　ユーザーインターフェイス生成器４８は、サイズ選択ユニット１３０を更に含む。サイ
ズ選択ユニット１３０は、ユーザーインターフェイス２００－２上に表示されるサイズ選
択ツール２３０を生成する。多くの患者インターフェイスデバイスは異なるサイズ（例え
ば、限定はされないが、小、中、大）で提供され、これは、患者インターフェイスデバイ
スの患者の顔へのフィットに影響する。この開示の目的上、異なるサイズを有する異なる
患者インターフェイスデバイスは、別個の患者インターフェイスデバイスと考えられる。
サイズ選択ツール２３０は、患者インターフェイスデバイス選択システム１のユーザーが
サイズを選択することを可能にするよう構成される。サイズが選択されると、選択された
サイズの患者インターフェイスデバイスが表示領域２１０に表示される。ユーザーインタ
ーフェイス生成器４８は、デフォルトで、最も高い総合適合スコアを有するサイズを自動
的に選択すると考えられる。この場合、患者インターフェイスデバイス選択システム１の
ユーザーは異なるサイズを手動で選択し得る。サイズ選択ツール２３０は、更に、選択さ
れたサイズを示すよう構成される（例えば、限定はされないが、選択されたサイズをハイ
ライトすることによって）。サイズ選択ツール２３０は、更に、各サイズに対応する総合
適合スコアを表示するよう構成される。
【００５６】
　ユーザーインターフェイス生成器４８は、更に、ユーザーインターフェイス２００－２
上に詳細な適合スコアツール２４０を生成するよう構成された詳細な適合スコア生成ユニ
ット１４０を含む。詳細な適合スコアツール２４０は、ユーザーが詳細な適合スコア領域
２４１（図８参照）における詳細な適合スコア情報の表示をトグルすることを可能にする
よう構成される。詳細な適合スコア情報は、限定はされないが、総合適合スコアの決定に
使用された各基準の適合度に関する情報である。例えば、総合適合スコアの決定に患者の
年齢が使用された場合、詳細な適合スコア情報は、患者の年齢に対する選択された患者イ
ンターフェイスデバイスの適合度に関する情報を含む。
【００５７】
　詳細な適合スコア領域２４１を表示するために、患者インターフェイスデバイス選択シ
ステム１のユーザーは詳細な適合スコアツール２４０をトグルする。図８は、詳細な適合
スコア領域２４１表示時のユーザーインターフェイス２００－３を示す。詳細な適合スコ
ア領域２４１は、総合適合スコアの決定に使用された複数の基準の基準識別情報２４２を
含む。詳細な適合スコア領域２４１は、更に、表示された各基準の適合度を示す基準適合
度情報２４３を含む。詳細な適合スコアツール２４０は、特定の患者インターフェイスデ
バイスが特定の総合適合スコアを取得した理由を調べるために患者インターフェイスデバ
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イス選択システムのユーザーによって使用され得る。例えば、患者インターフェイスデバ
イスが患者の疾患の治療に適さないために低い総合適合スコアを取得した場合、詳細な適
合スコア領域２４１を見ることによってこの情報を得ることができる。
【００５８】
　再び図６を参照して、ユーザーインターフェイス生成器４８は、更に、透明度調整ユニ
ット１５０を含む。透明度調整ユニット１５０は、ユーザーインターフェイス２００－２
上に透明度調整ツール２５０を生成するよう構成される（図７）。透明度調整ツール２５
０は、患者インターフェイスデバイス選択システム１のユーザーが患者インターフェイス
デバイスの特定のコンポーネントの透明度を調整することを可能にするよう構成される。
透明度調整ユニット１５０及び透明度調整ツール２５０の動作に関して、以下、図９乃至
図１１を参照してより詳細に説明する。
【００５９】
　図９は、表示領域２１０に表示された患者インターフェイスデバイスの選択されたコン
ポーネントの透明度を調整するためのプロセスのフローチャートを示す。図９のプロセス
は透明度調整ユニット１５０によって実行され得る。図１０は、表示された患者インター
フェイスデバイスの透明度を調整する前のユーザーインターフェイス２００－４を示し、
図１１は、表示された患者インターフェイスデバイスの透明度を調整した後のユーザーイ
ンターフェイス２００－５を示す。
【００６０】
　図９を参照して、動作Ｓ１６において、透明度調整ユニット１５０は透明度調整コマン
ドを受け取る。透明度調整コマンドは、例えば、患者インターフェイスデバイス選択シス
テム１のユーザーが透明度調整ツール２５０を操作することによって生成され得る。図１
０及び図１１に示される例示的な実施形態では、透明度調整ツール２５０はスライダーバ
ーである。しかし、本発明の範囲から逸脱することなく、値の調整に適した任意のユーザ
ーインターフェイスツールが使用され得ると考えられる（例えば、限定はされないが、ダ
イヤル、テキストボックス等）。
【００６１】
　動作Ｓ１７において、透明度調整ユニット１５０は患者インターフェイスデバイスのコ
ンポーネントのサブセットを選択する。選択されたコンポーネントのサブセットは、透明
度調整ユニット１５０が透明度調整を行うコンポーネントになる。図９乃至図１１に示さ
れる例示的な実施形態では、患者インターフェイスデバイスのコンポーネントのサブセッ
トは、透明度調整ユニット１５０によって自動的に選択される。しかし、開示される概念
の範囲から逸脱することなく、透明度が調整される患者インターフェイスデバイスのコン
ポーネントのサブセットは、ユーザーによって手動で選択されてもよいことが理解されよ
う。
【００６２】
　動作Ｓ１８において、透明度調整ユニット１５０は、受け取られた透明度調整コマンド
に基づき選択されたコンポーネントのサブセットの透明度を調整する。選択されたコンポ
ーネントのサブセットの透明度が調整された患者インターフェイスデバイスが表示領域１
１０に表示される。
【００６３】
　図１０及び図１１を参照して、透明度調整中のユーザーインターフェイス２００－４、
２００－５の例が示されている。図１０では、透明度調整ツール２５０は右側にスライド
されており、よって３Ｄ表示領域２１０に表示される患者インターフェイスデバイスのコ
ンポーネントを不透明にする。図１１では、透明度調整ツール２５０は左側にスライドさ
れており、よって表示領域２１０において患者インターフェイスの選択されたコンポーネ
ントのサブセットを透明にする。
【００６４】
　図１０及び図１１に示される例では、患者インターフェイスデバイスの選択されたコン
ポーネントのサブセットは患者の皮膚に触れないコンポーネントのサブセットであり、透
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明度調整ユニット１５０によって自動的に選択される。この例で選択されたコンポーネン
トのサブセットが透明にされた場合、図１１に示されるように、表示領域２１０にはクッ
ション及び額クッションのみが表示される。患者の顔の皮膚に触れない患者インターフェ
イスデバイスのコンポーネントは、一般的に患者インターフェイスデバイスのフィットに
影響せず、患者の皮膚に触れるコンポーネントを見づらくするおそれがある。したがって
、患者の皮膚に触れない患者インターフェイスデバイスのコンポーネントを透明にするこ
とは、患者インターフェイスデバイス選択システム１のユーザーがより容易に患者インタ
ーフェイスデバイスのフィットを目視検査することを可能にし得る。
【００６５】
　再び図６を参照して、ユーザーインターフェイス生成器は、相互作用マップユニット１
６０を更に含む。相互作用マップユニット１６０は、ユーザーインターフェイス２００－
２上に相互作用マップツール２６０を生成するよう構成される（図７参照）。相互作用マ
ップユニット１６０は、更に、ユーザーインターフェイス２００－２の３Ｄ表示領域２１
０に表示される相互作用マップを生成するよう構成される。
【００６６】
　図１２を参照して、患者インターフェイスデバイスと患者の顔との間の相互作用マップ
を生成及び表示するためのプロセスが示されている。図１２のプロセスは相互作用マップ
ユニット１６０によって実行され得る。
【００６７】
　患者インターフェイスデバイスと患者の顔との間の相互作用マップは、患者インターフ
ェイスデバイスが患者の顔に取り付けられたとき、患者インターフェイスデバイスが患者
の顔に与える患者の顔上の異なる点における接触圧の大きさを示す。
【００６８】
　動作Ｓ１９において、相互作用ユニット１６０は患者インターフェイスデバイスと患者
の顔との間の相互作用を計算する。一部の例示的な実施形態では、患者インターフェイス
デバイスと患者の顔との間の相互作用は、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルが
患者の顔の３Ｄモデルに取り付けられたときの患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデ
ルの輪郭と患者の顔の３Ｄモデルの輪郭との間の距離に基づき決定される。例えば、患者
インターフェイスデバイスの３Ｄモデルの輪郭が患者の顔の３Ｄモデルの輪郭より低い、
患者の顔の３Ｄモデルの輪郭上の点は、その点における高い相互作用レベルをもたらし、
一方、患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルの輪郭が患者の顔より高い患者の顔の
３Ｄモデルの輪郭上の点は、その点における低い相互作用レベルをもたらす。
【００６９】
　相互作用マップユニット１６０が患者インターフェイスデバイスと患者の顔との間の相
互作用を計算すると、動作Ｓ２０において、相互作用マップユニット１６０は相互作用マ
ップを生成する。一部の例示的な実施形態では、相互作用マップは患者の顔の３Ｄモデル
と合致する３Ｄ物体である。相互作用マップは、例えば、高い相互作用レベルの領域を示
すのにより暗い配色を使用し、低い相互作用レベルの領域を示すのにより明るい配色を使
用する等、カラーコーディングによって患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルと患
者の顔の３Ｄモデルとの間の相互作用を示す。一部の他の例示的な実施形態では、相互作
用マップは、相互作用マップ上の点の透明値を調整することによって、例えば高い相互作
用レベルの領域を示すのにより低い透明度を使用し、低い相互作用レベルの領域を示すの
により高い透明度を使用することによって患者インターフェイスデバイスの３Ｄモデルと
患者の顔の３Ｄモデルとの間の相互作用を示す。他の例示的な実施形態では、異なる相互
作用レベルを示すために相互作用マップ上の点のカラーコーディング及び透明値の調整の
両方が使用される。ただし、相互作用マップは患者の顔上の異なる点における相互作用の
量を示すのに任意の体系を使用し得ることも理解されたい（例えば、限定はされないが、
相互作用マップは低い相互作用レベルの領域を示すのに緑色の配色、中程度の相互作用レ
ベルの領域を示すのに黄色の配色、高い相互作用レベルの領域を示すのに赤色の配色を使
用し得る）。
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【００７０】
　相互作用マップが生成されると、動作Ｓ２１において、相互作用マップユニット１６０
は表示領域２１０に表示される患者インターフェイスデバイスのコンポーネントの透明度
を調整する。相互作用マップユニット１６０は、相互作用マップを表示する際に患者イン
ターフェイスデバイスのコンポーネントの透明値を所定の値に調整し、相互作用マップを
非表示にする際に透明度調整をリバースし得る（すなわち、患者インターフェイスデバイ
スのコンポーネントの透明値を透明度調整前の状態に戻す）。一部の例示的な実施形態で
は、相互作用マップユニット１６０は、患者インターフェイスデバイスのコンポーネント
が全て透明になるようコンポーネントの透明度を調整する。一部の他の例示的な実施形態
では、相互作用マップユニット１６０は、患者インターフェイスデバイスのコンポーネン
トが全て半透明になるようコンポーネントの透明度を調整する。一部の他の例示的な実施
形態では、相互作用マップユニット１６０は、一部のコンポーネントは透明になり、一部
の他のコンポーネントは半透明になるよう患者インターフェイスデバイスのコンポーネン
トの透明度を調整する。例えば、患者の顔に触れる患者インターフェイスデバイスのコン
ポーネントは半透明に調整され、患者の顔に触れない患者インターフェイスデバイスのコ
ンポーネントは透明にされ得る。患者インターフェイスデバイスの透明度を調整すること
は、相互作用マップが表示領域２１０に表示されたときに相互作用マップを見やすくする
。
【００７１】
　動作Ｓ２２において、相互作用マップユニット１６０は表示領域２１０に相互作用マッ
プを表示する。より詳細には、相互作用マップは患者の顔の形状と一致し、表示領域２１
０に表示された患者の顔の表面に合わせられ、真上に配置された３Ｄ物体であり得る。図
１３には、患者の顔と共に表示された相互作用マップの２つの例が示されている。表示さ
れた相互作用マップは、患者インターフェイスデバイスの患者の顔へのフィット具合を目
視検査するために、特に、患者の顔により高い圧力をかける患者インターフェイスデバイ
スの領域を特定するために使用され得る。また、この情報は、例えば、患者インターフェ
イスデバイスの特定の領域が引き起こす患者の顔への圧力を開放するよう患者インターフ
ェイスデバイスを調整し、患者の快適性を高めるために使用され得る（患者インターフェ
イスデバイスが調整可能なコンポーネントを有する場合）。
【００７２】
　図１４を参照して、開示される概念の他の例示的な実施形態に係る患者インターフェイ
スデバイス選択システム２が示されている。患者の顔と患者インターフェイスデバイスと
の間の幾何学的適合スコアの正確さを高めるために、患者の顔及び患者インターフェイス
デバイスの変形を考慮することが望ましい。この変形を考慮する１つのやり方は、患者の
顔及び患者インターフェイスデバイスについて有限要素解析等の解析を行うことである。
しかし、特に複数の患者インターフェイスデバイスのそれぞれの幾何学的適合スコアが計
算される場合、この解析のための計算は膨大になり得る。これらの計算は結果の提供を遅
らせ、ユーザーがほぼ即座の結果を望む場合、弊害をもたらし得る。
【００７３】
　患者インターフェイスデバイス選択システム２はこの問題に取り組む。患者インターフ
ェイスデバイス選択システムは第１のロケーションＬＯＣ１及び第２のロケーションＬＯ
Ｃ２に分割される。第１のロケーションＬＯＣ１は第１の処理ユニット３８０、幾何学的
適合スコアデータベース３６０、及び第３の処理ユニット３７０を含む。第２のロケーシ
ョンＬＯＣ２は顔スキャンユニット３１０、入力ユニット３３０、第２の処理ユニット３
４０、及び表示ユニット３５０を含む。
【００７４】
　幾何学的適合スコアデータベース３６０は、複数の顔の３Ｄモデル、患者インターフェ
イスデバイスに関連付けられた追加情報を伴う複数の患者インターフェイスデバイスの３
Ｄモデル、及び１つ以上の顔に対する１つ以上の患者インターフェイスデバイスの事前に
計算された幾何学的適合スコアを保存するよう構成される。顔の３Ｄモデルは、現在の患
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者以外の人々の顔の３Ｄモデルである。顔の３Ｄモデルは任意の適切な態様で取得され得
る。
【００７５】
　第３の処理ユニット３７０は、１つ以上の顔に対する１つ以上の患者インターフェイス
デバイスの幾何学的適合スコアを事前に計算し、結果を幾何学的適合スコアデータベース
３６０に供給して保存するよう構成される。この限りにおいて、第３の処理ユニット３７
０は、１つ以上の顔に対する１つ以上の患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合ス
コアを（例えば、限定はされないが、有限要素解析を実行することによって）事前に計算
するよう構成された幾何学的適合スコア決定ユニット３７２を含む。この文脈において、
事前に計算するとの表現は、１つ以上の顔に対する１つ以上の患者インターフェイスデバ
イスの幾何学的適合スコアが、現在の患者の顔に対する１つ以上の患者インターフェイス
デバイスの幾何学的適合スコアの決定前に計算されていることを意味する。
【００７６】
　顔スキャンユニット３１０は、患者の顔の３Ｄモデルを作成及び出力するよう構成され
る。患者の顔の３Ｄモデルを作成及び出力可能なデバイスが知られている。このようなデ
バイスの例は、限定はされないが、光スキャナ、カメラ、及びプッシュピンアレイを含む
。顔スキャンユニット３１０は遠隔処理ユニット３４０と通信結合され、患者の顔の３Ｄ
モデルを遠隔処理ユニット３４０に出力するよう構成される。開示される概念の範囲から
逸脱することなく、顔スキャンユニット３１０及び遠隔処理ユニット３４０は同じロケー
ションにあってもよく、又は異なるロケーションにあってもよいと考えられる。また、顔
スキャンユニット３１０及び遠隔処理ユニット３４０は任意の適切な手段（例えば、限定
はされないが、ネットワーク、インターネット、ＵＳＢ等）によって通信結合されると考
えられる。更に、顔スキャンユニット３１０は、後に処理ユニット３４０によって読み取
り可能なリムーバブルメモリデバイス（例えば、限定はされないが、ＵＳＢドライブ）に
患者の顔の３Ｄモデルを保存し得ると考えられる。
【００７７】
　入力ユニット３３０は、患者インターフェイスデバイス選択システム２のユーザーの入
力を受け付けるよう構成される。入力ユニット３３０は、この機能を実行可能な任意の慣
用的なデバイス、限定はされないがキーボード、キーパッド、マウス、又はタッチスクリ
ーン等であり得る。入力ユニット３３０は、任意の適切な手段（例えば、限定はされない
が、ネットワーク、インターネット、ＵＳＢ等）によって遠隔処理ユニット３４０と通信
結合される。
【００７８】
　第２の処理ユニット３４０は、顔スキャンユニット３１０及び入力ユニット３３０から
の出力を受け取るよう構成される。第２の処理ユニット３４０は第１の処理ユニット３８
０と通信接続され、患者の顔の３Ｄモデルを第１の処理ユニット３８０に出力する。
【００７９】
　第１の処理ユニット３８０は患者の顔の３Ｄモデルを受け取り、患者の顔に対する１つ
以上の患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアを決定する。この限りにおい
て、第１の処理ユニット３８０は、幾何学的適合スコアデータベース３６０内に保存され
た１つ以上の顔に対する患者インターフェイスデバイスの事前に計算された幾何学的適合
スコアを使用するマッチ発見ユニット３８２を含む。
【００８０】
　開示される概念の一部の実施形態では、マッチ発見ユニット３８２は、患者の顔を幾何
学的適合スコアデータベース３６０内に保存された顔と最も良く合致する顔にマッチさせ
るために最小二乗平均法を使用する（例えば、限定はされないが、患者の顔の３Ｄモデル
と保存された顔の３Ｄモデルを使用することによって）。マッチ発見ユニット３８２は、
マッチされた顔に対応する１つ以上の患者インターフェイスデバイスの事前に計算された
幾何学的適合スコアを、患者の顔に対する１つ以上の患者インターフェイスデバイスの幾
何学的適合スコアとして使用する。マッチ発見ユニット３８２は、更に、マッチされた顔
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と患者の顔との間の幾何学的な差に基づき事前に計算された幾何学的適合スコアを調整し
得る。また、マッチ発見ユニット３８２は、補間を使用して複数の顔に対する患者インタ
ーフェイスデバイスの事前に計算された幾何学的適合スコアを組み合わせ、患者の顔に対
する患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアを決定し得る。
【００８１】
　一部の他の実施形態では、保存された顔の３Ｄモデルに主成分分析を用いて、患者イン
ターフェイスデバイスの変形における様々な顔形状モードの効果を決定することにより、
変形効果モデルが作成され得る。患者の顔の３Ｄモデルから、患者の顔の顔形状モードの
係数を決定することができる。そして、顔形状モード係数を変形効果モデルに適用するこ
とにより、患者の顔の患者インターフェイスデバイスに対する変形効果を決定することが
できる。この方法の利用は、患者インターフェイスデバイスの変形をモデリングするのに
必要な計算量を低減し得る。
【００８２】
　患者の顔に対する患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアの決定に加えて
、第１の処理ユニット３８０は第３の処理ユニット３７０に患者の顔の３Ｄモデルを更に
出力し、患者の顔に対する１つ以上の患者インターフェイスデバイスの幾何学的適合スコ
アを計算するよう第３の処理ユニット３７０を制御してもよい。第３の処理ユニット３７
０は計算された幾何学的適合スコアを幾何学的適合スコアデータベース３６０に保存し、
これらは、他の患者のために使用される事前に計算された幾何学的適合スコアとして利用
され得る。このように、システム２は幾何学的適合スコアデータベース３６０に継続的に
データを追加することができる。
【００８３】
　第１の処理ユニット３８０が患者の顔に対する１つ以上の患者インターフェイスデバイ
スの幾何学的適合スコアを決定すると、第１の処理ユニット３８０は結果を第２の処理ユ
ニット３４０に出力する。
【００８４】
　第２の処理ユニット３４０は、患者基準適合スコア決定ユニット３４４、総合適合スコ
ア決定ユニット３４６、及びユーザーインターフェイス生成器３４８を含み、以下、これ
らについてより詳細に説明する。
【００８５】
　患者基準適合スコア決定ユニット３４４は、患者に対する患者インターフェイスデバイ
スの患者基準適合スコアを決定する。患者基準適合スコア決定ユニット３４４は図１の患
者基準適合スコア決定ユニット４４と同様に動作する。しかし、図１４の患者基準適合ス
コア決定ユニット３４４は、幾何学的適合スコアデータベース３６０から患者インターフ
ェイスデバイスに関連付けられた追加情報を受け取り得る。
【００８６】
　総合適合スコア決定ユニット３４６は、図１に示される総合適合スコア決定ユニット４
６と同様に動作するが、総合適合スコア決定ユニット３４６は、幾何学的適合スコア決定
ユニット４２ではなく第１の処理ユニット３８０から患者の顔に対する１つ以上の患者イ
ンターフェイスデバイスの幾何学的適合スコアを受け取る。それ以外は、総合適合スコア
決定ユニット３４６は図１に示される総合適合スコア決定ユニット４６と同様に動作し、
よって、このコンポーネントの更なる説明は省略される。ユーザーインターフェイス生成
器３４８も図１に示されるユーザーインターフェイス生成器４８と同様に動作し、よって
、このコンポーネントの更なる説明は省略される。
【００８７】
　第１のロケーションＬＯＣ１及び第２のロケーションＬＯＣ２は異なるロケーションで
あり、例えば、限定はされないが、処理センター及び介護者のオフィス等であると考えら
れる。しかし、開示される概念の範囲から逸脱することなく、第１のロケーションＬＯＣ
１及び第２のロケーションＬＯＣ２が単一のロケーションにまとめられ得ることも考えら
れる。また、患者インターフェイスデバイス選択システム２がスケーラブルであることも
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ベース３６０、及び第３の処理ユニット３７０が多数の第２の処理ユニット３４０に対応
し得ることが考えられる。
【００８８】
　解析を実行して患者の顔に対する幾何学的適合スコアを始めから計算する代わりに、第
１の処理ユニット３８０を使用して１つ以上の事前に計算された幾何学的適合スコアに基
づき幾何学的フィットスコアを決定することは、患者インターフェイスデバイス選択シス
テム２のユーザーが正確な結果を素早く受け取ることを可能にする。
【００８９】
　第１、第２の、及び第３の処理ユニット３８０、３４０、３７０、３４０は、それぞれ
、例えばソフトウェアモジュールの保存及び実行に適したマイクロプロセッサ及びメモリ
ユニット等の任意の種類の処理装置であり得る。幾何学的適合スコア決定ユニット３７２
、マッチ発見ユニット３８２、患者基準適合スコア決定ユニット３４４、総合適合スコア
決定ユニット３４６、及びユーザーインターフェイス生成器３４８は、それぞれ、それら
が存在する処理ユニットによって実行可能なソフトウェアモジュールとして具現化され得
る。
【００９０】
　本開示の概念は、例えば、限定はされないが、モバイルデバイス、モバイルコンピュー
タ、タブレットコンピュータ、周辺機器等の電子装置内に具現化され得る。また、本開示
の概念は、有形コンピュータ可読記録媒体上のコンピュータ可読コードとして具現化され
得る。コンピュータ可読記録媒体は、後にコンピュータシステムによって読み取り可能な
データを保存し得る任意のデータストレージデバイスである。コンピュータ可読記録媒体
の例はＲＯＭ（read-only memory）、ＲＡＭ（random-access memory）、ＣＤ－ＲＯＭ、
磁気テープ、フロッピー（登録商標）ディスク、及び光学データストレージデバイスを含
む。
【００９１】
　本明細書に記載される開示の概念の任意の実施形態、実施形態の組み合わせ、又は実施
形態の変形形態は、例えば、限定はされないが、患者のための患者インターフェイスデバ
イスを選択するプロセスにおいて、介護者又は技術者によって使用され得ると考えられる
。
【００９２】
　請求項中、括弧内の如何なる参照符号も請求項を限定すると解されるべきではない。「
備える」又は「含む」等の用語は、請求項内に列挙される以外の要素又はステップの存在
を除外しない。複数の手段を列挙する装置クレームにおいて、それらの手段のいくつかが
同一のハードウェアアイテムによって具現化されてもよい。要素は複数を除外しない。複
数の手段を列挙する任意の装置クレームにおいて、それらの手段のいくつかが同一のハー
ドウェアアイテムによって具現化されてもよい。単にいくつかの要素が互いに異なる従属
請求項に記載されているからといって、これらの手段を組み合わせて使用することができ
ないとは限らない。
【００９３】
　現在最も実践的且つ好適と考えられる実施形態に基づき、説明のために本発明を詳細に
記載してきたが、かかる詳細はもっぱらその目的のためのものであり、本発明は開示の実
施形態に限定されず、反対に、添付の特許請求の範囲の趣旨及び範囲内の変形形態及び等
価な構成を含むよう意図されることを理解されたい。例えば、本発明は、可能な範囲にお
いて、任意の実施形態の１つ以上の特徴が任意の他の実施形態の１つ以上の特徴と組み合
わせられ得ることを考慮することを理解されたい。
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